
 

 

 

 

 
 

 

認知症の基礎知識 
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校庭の桜の香りと共に、来賓の皆様、先 

生や大勢の先輩の皆様に暖かく迎えられ 

三木市高齢者大学に入学して、はや 4 年 

が過ぎ、無事卒業式を迎えることができ 

喜びに堪えません。 

入学当初は何も分からず、右往左往の 

連続でしたが、学年の愛称を「ＭＮＳ２６＝ 

みんなで仲良く卒業しよう」、スローガンを「一つになる＝一致団結・一意専心・一心同体」と定め

て、親睦会などの学年活動や自治会行事に取り組むことにより、お互いの絆はより太く強固なも

のとなり、数多くの楽しい思い出を共有することができました。 

春季スポーツデーでの優勝、体育祭での三連覇、研修旅行や会食後の余興、沖縄への卒業旅

行、学年親睦会や小旅行など、楽しかった思い出は枚挙にいとまがありません。また、自治会を先

導する立場となった３年生で取り組んだ、学生数の減少による自治会行事の負担軽減対策として

の自治会行事簡素化活動における苦労も今では楽しい思い出のひとつに昇華しています。 

 なかでも、団体競技である体育祭での三連覇は、歴史に残る快挙で、私たちがひとつになって

取り組んだ証であり、祝勝会を開くと共に、記念章を作成し各人が保存することによって、この喜

びと感動を末永く記憶にとどめることにしました。研修旅行の余興では、童謡メドレー踊り、シンク

ロナイズドスイミングや女性４人によるタイツ踊りで大ブレイクしたことも懐かしく楽しかった思

い出の一コマとなっています。 

また卒業旅行の沖縄では、梅雨明け間近に特有の突然の降雨や雷鳴の轟く中で、美ら海水族

館、琉球ガラス工房、沖縄ワールド、首里城、ひめゆりの塔など、有名なスポットを訪れましたが、お

互いに傘をさし合ったり、足元を注意し合ったりと、悪天候ならではの光景も見られ、楽しい思い

出作りと共に、更なる絆の強化にもなり、大変意義深い旅行となりました。 

                       卒業後は、地域活動を目指す人、大学院や

県の高齢者大学を目指す人と進む道は異な

りますが、高大における４年間で芽吹き、大き

く育った強い絆を更に発展させるため、愛称

も「ＭＮＳ２６=みんな仲良く幸せに」と読み替

えた同期会を作り活動する予定です。 

                       最後になりましたが、岩波学長はじめ事務

局の先生方並びに在校生の皆様には、公私

に亘り大変お世話になり誠にありがとうござ

いました。本大学のますますのご発展を祈念

申し上げつつ高大を後にいたします。 

 

高大の思い出 
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卒業生に贈る言葉 

今年も「まなびの郷みずほ」に暖かい日差しが眩しく、ご卒業される皆

様を祝う旅立ちの朝を迎えました。 

この高大生活 4年間をどのように振返っていらっしゃるでしょうか。 

教養講座や専門課程で多くのことを学ばれました。自治会活動や全校行

事、クラブ活動など、数え上げればきりがなくご指導をいただきました。

先輩、私たちは高大生活をともに過ごせた悦びを、この上もなく誇りに思

っています。 

正直お別れするにあたり淋しさが募ります。それでも、先輩方が築き上げてこられた伝統

を継承していくことが私たちの使命と任じ、今後も日々精進していく 

ことを改めてお誓いいたします。 

この学び舎で身につけられた尊いもの、そして、めぐり会った方々 

との絆を生涯の宝とし、新たな道に邁進されることを願っています。 

紙面では感謝の意を尽くせませんが、本当にお世話になり有難うござ 

いました。 

おっと！大事なことを言い忘れました。行事参加やクラブ活動他、 

OBの出番は沢山ある当校です。忘れてもらったら許しませんよぉ～。 

今後のご健勝、ご多幸、ご活躍を祈念申し上げます。 

                        

 

出会えたこと、忘れない！ 

神戸税関の概要について 

講師：財務省神戸税関広報公聴

室 

   室長 坂本 悟司 様 

２月の教養講座から 

税関と聞くと真っ先に海外旅行の通関をイメージしますが 

最近では覚せい剤や金の密輸についての話題もよく耳にしま 

す。今回の講座では、神戸税関の歴史と輸出入品目、海外旅 

行の注意点を教えていただきました。ペリーの浦賀来航以降、 

税関の前身「運用所」が設けられ、明治５年に税関と改称さ 

れ今は神戸税関など全国に９箇所の税関があります。税関に 

は３つの使命「水際における国民の安全・安心の確保」「適 

正・公平な関税・消費税等の徴収」「貿易の円滑化」があるとのことです。 

講師には丁寧に説明していただきました。これまで今回のように話を聞く機会は全くあり

ませんでした。税関に「広報公聴室」があることにも驚きました。覚せい剤や金の密輸入は

犯罪で、偽ブランド品やワシントン条約に基づく物品などの持ち込みが規制されることは知

っていましたが、パイナップルやオレンジなども輸入規制品目となっているとは知りません

でした。毎年多くの人が海外へ行く、知らずに禁輸品を持ち込む、甘い誘いに乗って運び屋 

      になってしまう、そんな危険が身近にあることに気づきまし

た。知らないことの危険、知ろうとしない危うさを感じ、税関

広報の必要性も理解できました。 

知らず知らずに犯罪に巻き込まれないよう、初めての海外旅

行時には講習の受講を義務付けるといいのではないか、と思わ

ず講座後のアンケートに書いてしまいました。 

 

 

http://illustrain.com/?p=9614
http://illustrain.com/?p=9620
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   匠倶楽部部長 ３年１班 正井 一 
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ゴルフクラブ 

匠 倶 楽 部 

ク ラ ブ 紹 介 

三木市は全国で 2番目、西日本では 1 

番多い 25のゴルフ場を有しています。 

恵まれた環境の中、当クラブは年 6回コ 

ンペを開催し、今年 9月には第 100回 

記念大会を挙行予定で、部員も現在 63 

名に至っています。「交友会」という名 

称で、毎回 45名前後の参加者で盛大に 

開催され、女性も 11名、80歳以上の 

方も５～６名在籍し、伝統あるクラブの 

もとで楽しく元気に活動を続けています。 

時には運悪く雨風に見舞われることもありますが、プレー終了後はお風呂で汗を流し、参

加者が一同に会しての懇親会は、成績発表では豪華賞品の授与もあり、ゴルフ談議に一喜一

憂しながら、初めから終わりまで笑顔の連続で盛り上がります。 

一年の締めくくりは 12月に忘年会を開催し、福引やカラオケで親睦を図り、また、毎年

社会福祉の一環として、コンペ参加者全員からの浄財を三木市社会福祉協議会に寄付を行っ

ています。 

今年も元気に一緒に活動したく、皆さんの入部をお待ちしています。 

                    

 

匠倶楽部は平成 26年 4月に創部され今年で 4年目に 

なるクラブです。部員はＯＢを含め総勢 29名です。 

顧問は野々宮幸次郎先生にお願いして、高大の講義がな 

い毎週木曜日の午前と午後の部に別れて活動を行ってい 

ます。 

クラブ開始時に先生から課題作品予定の説明を受けま 

す。作品を作っている間、先生や諸先輩方からアドバイ 

スとか工具の使い方、加工法の指導等を受けながら一生懸命に打ち込んできました。人前に

出せる作品を作れるようになったことを嬉しく思います。男性も女性も物作りに興味をもた

れ、のめり込む位です。 

私がクラブ活動に参加した時、皆さんが熱心に作品を作られていました。女性の方も多く

入部されていて、非常に素晴らしい作品を作っておられます。また、年末には各自が門松作

りにチャレンジし、自分の家に飾ることができ立派な成果が得られました。 

一度見学に来て面白いと感じられたら入部をしませんか。２階の木工教室まで来てくださ

い。お待ちしています。 

                         

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                         

 

 

 

 

 

  

 

 

コーラスクラブ ２年２班 横山 房子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

大学祭実行委員長 3年 4班 谷川 一男 

 

４ 

第 26回大学祭は２月 24日、25日に盛況のうち 

に終了する事ができました。楽しい演技発表や素晴ら 

しい展示作品には多くの見学者から賞賛の声をいただ 

きました。 

「高大に入ってクラブ活動をやってみたい」と言った 

方が数人いたと聞き、高大学生募集に貢献出来た事嬉しく思います。喫茶コーナーも大盛況

で満席の時が多々ありウェートレスさん、ボーイさんは大変活躍してもらい親睦に大いに貢

献してもらいました。 

大学祭を通じ、あらためてクラブ活動及び自治会活動の意義を感じます。美を追求し心豊

かになるクラブ、演技を楽しむクラブ、運動をして健康

に繋がるクラブ等、様々なクラブがあります。これらの

クラブ活動を通して、いつまでも理想を失わず挑戦し続

けたいものです。 

また、実行委員会には学年を超えた交流があり、新しい

仲間と出会える機会となりました。 

                 最後になりましたが、大学祭運営にあたり、自治会役

員、部門リーダー、実行委員及び全学生の皆様には大変

ご苦労様でした。深く感謝申し上げます。 

 

大学祭の報告 

コーラスクラブ「カトレ

ア」 

 月２回の木曜日、体育館に 40 

人の美しい歌声が流れます。ソプ 

ラノ・アルト・テノール・バスの 

ハーモニーは聴く人ばかりでなく 

歌っている私たちの心にも温かさ 

をもたらします。10時、ストレ 

ッチ体操、発声練習から始まりま 

す。練習の中では、ご指導いただ 

いている吉田直子先生から歌詞のストリーや、先生の歌の思い出話などを聞かせてもらった

りします。歌う時は詩の内容をイメージすることも教わります。どの曲にも歌詞にも作った

人の喜び、悲しみ、生きていくことの楽しさなどが秘められています。それを理解して歌う

と聴く人に感動をあたえ、歌い手の心にも喜びが広がるように思います。 

合唱の経験がなく、譜面を読むのも苦手な私も、音楽記号の読み方や音程の取り方を一つ

一つ教えてもらい理解しながら歌っています。ピアノの永尾麗子先生が何度も何度も音を出

して教えてくださいます。入部して２年、皆で一緒に声を出して歌うこと、コーラスをする

ということの魅力に、日々引き込まれています。 

皆さんもご一緒にコーラスの楽しさを感じて、生き生きとした高大生活をエンジョイされ

ませんか。入部をお待ちしております。 

                        

 

 


